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1 §的

発言苦の特定部分を他の部分よりも強調して発音
するフォーカスの現象は種々のパラ震諮約情報の
なかでも興味深い研究対象である． 認ヌド穏におけ
るフォ｝カスの表出には基本潟波数（FO）が重要な

役割を果していることは広く認識されているが
[1，幻，最近になって分節音の持続時間受や母音の
ホルマント周波数にもフォーカスの影響が観察さ
れること，および復援に強務~れる婆塁審だけでな
く，その前後の要素iこもフォーカスの影響がおよ
ぶことが報告されている［3］.また，英語について
は，フォーカスが下顎の運動に綴務な影響を及ぼ
すという報告がおこなわれている［4,5］.以下では
これらの報告の妥当性を音声生理学的に検討する
手始めとして，フォーカスを組織的に制御した日
本音吾発話における下顎の遂動について報告する．
分析上の奥味の然点は日本穏においてもフォ｝カ

スの運動が下顎に反映されているか，影響が存在
するならば，そのありかたが刊におけるありかた
と問ーであるか否かを知ることにおく．

2データ
頭言語型アクセントの諮のみから構成される「今

朝じいさんとテレどを見たj f今朝ばあさんとテ
レビを見たJのこ文が以下の諸条件に澄かれた発
穏を分析対象とする. NF条件：どこにもフォー
カスを置かない発話， Fl条件：第 lアクセント
匂 f今朝Jを強調した発言苦， F2条件：：第2アクセ
ント勾「じいさんと」ないし「ばあさんとj を強
調した予昔話， F3条件：第 3アクセント匂「テレ
どをj を強調した発話．
米国ウィスコンシン大学に設援されたX線マイ

クロピ｝ム装援によって，男女各 l名の被験者が
上記発言苦を 4～12§］繰り返し発音した際の務普選
動を測定した［6］.総定に利用したペレットの配援
を図 1fこ示すが，以下で分析するのは下顎門歯前
笛に装着されたベレット（MNi）のみである．

下顎の遼動i立以下の手）I慌で澱定した．まず発話
に含まれる母音iこ対応する下顎の運動軌跡のピー
クを筏察によって決定する．今回の発言苦には 101濁
の単母音と l倒の長母音が含まれているが，下顎
の運動に鋳する奴り fテレ（ピ）Jの／ere／と「（テ
レ）ピを見Jの／io血iiは単一の遼動として観察され
るので，これら告とそれぞれひとつの測定対象とし
た．そのため対象となる母音は全部で8個である．
表 1に測定対象母音の絡称を示した．これらにつ
いて，ベレットの y戦成分軌跡に下向きのピーク
が存夜すれば，その時点におけるペレット位鐙告と
測定する. y戦成分に明白なピークが存在しない
場合は， y戦成分のこ階差分伎を検討し，そこに上
向きピークがあれば，その時点の y成分伎を誤tl~
する.NF条件下における「今朝じいさんと..J 
の測定例を図 2に示す．よから音声智波形，制iベレ

ット y執成分の二階差分健， y戦成分， z戦成分で
あり，縦線が測定点を示している. 51暴慢の測定
点（／o／）では二階養分伎により測定時点を決定し
ている．

3分析
留 3に女性被験者の下顎ピーク位援のy成分平

均値（つまり顎の関き）がフォーカスによってど
う変動するかを示した.Fl,F2,F3の各条件
の平均値と， NF条件下の平均値との偏差を示し
ており，単位はマイクロメーターである．上段が
「今朝じいさんと．．．」下段が「ばあさんと..J 

Table 1 Abbreviated 
Abb. Target Abb. T庶民et
El /e/ in Ike’sa/ 。 fol in Ito/ 
Al ／呂Iin Ike’sa/ ERE /ere／的！te’rebν
IH Long /ii in IO /iomi/ in 

/iiis邸ν /te’rebiomi/ 
AH Long /a/ in A3 /a/ in /mi'ta/ 

/baasaN/ 
A2 !al in Ii討S滋νor/baasan/ 

（・）

Figure. I Location of the mandibular incisor (MNi~ and 
other pellets.。。抗edlines denote the x-y coordinate 
system used in the measurement. 

Figure 2. Ex初 1pleof mandible movement analysis. 
From top down, speech waveform, 2nd order difference 
ofy-value, y”value, and x胴valueof the MNi pellet. 
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の測定結果である．いずれの文においてもフオ｝
カスが憧かれたアクセント勾内の母音はNF条件
の場合よりも顎が大きく開いていることがわかる．
特にアクセント匂頭に位憶する母音，すなわちア
クセント核をになう母音の変動が大きい．
図4に男性被験者（蹴1_2）の測定結果を示す．こ

の被験者は， f今朝ばあさんと...Jの発認に特徴
があり， Fl条件と F2条件の効果がほぼ同一で
ある（なお， FOに測しては，この被験者もFI条件と
F2条件関に明瞭な差異が保たれているから，これは
言弱音速動に固有の現象である）

最後にフォーカスの判定義務として多用される
FOの変動と下顎位澄の変動との関係、を分析する．
今阪の文はいずれも頭高型の認で構成されている
から，各アクセント勾の冒頭にFOのピ｝クが生じ
る．このピーク値をすべての発話について総定し，
下顎の場合と同じく NF条件下での平均値からの
変異滋を計算する．これと各アクセント匂の震頭
に位設する母音，すなわち El,IH/AH,EREのNFか
らの変異議との間で回帰分析をおこなったところ，
表2の結果を得た．両被験者ともに fじいさんJの
母音 IHを唯一の例外として，統計的に高い有意差
が生じている．母音 IHが例外となるのは，下顎が
大きく開くと前舌狭母音の調音に必要な前舌街と
ロ室をとの接触を維持することが額難になることが
ひとつの要因であろうと考えられる．
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Figure 3. Vertical displacement ofMNi pellet as a 
お耳ctionof focus condition. Female su対ect(KM3).

ヰ結論
フォーカスが下顎の運動に組織的な彩饗を与えて
いることが判明した．下顎運動への影響と FOへの
影響の間に認められる強い相関は，荷革まが単一の
メカニズムによって制御されていることを示唆し
ている．また下顎運動への影響には羽らかな個人
楚が存在することも判明した．
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Figure 4. Vertical displacement of MNi pellet as a 
function of focus condition. Male sul司ect(KM1_2).

τable 2. Correlation between the displacement ofFO peak and that of they-value ofMNi pellet. 

Subject: KM3 (Female) Su対ect:KM1_2 (Male) 
Sentence: JIISAN Sentence: BAASAN Sentence: JIISAN Senten四：BAASAN 
Vowel R P< Vowel R P< Vow官1R P< Vowel R P< 
El .718 .001 El .587 .002 El .689 .001 El .557 .001 
IH .376 .112 AH .870 .001 IH .089 .634 AH .548 .002 
ERE .882. .001 ERE .871 .001 ERE .710 .001 ERE .834 .001 
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